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論文審　査　の　結　果　の　要　旨
土木工学においては「耐震」についての考え方が、それまでの「壊れないものを造る」から、
兵庫県南部地震以降には「少しは壊れても大変形しないものを造る」に変化している。これは経
済性から考えて当然のことであるが、このためには、地震後の土木構造物等の残留変形・残留変
位を推定する解析方法が必要となる。
本論文は、地震時の山腹斜面表層土の運動を論じ、地震後の残留変位の解析方法を提案するも
のである。まず、山腹の基岩上にある薄い表層士は、力学的に無限斜面と同様の孤立土塊として
扱えることを利用して、地震時に表層土は基岩に対して相対的に、「運動しない（基岩と一体とな
って運動する）」、「すべり落ちる」、「すべり上がる」、「飛び上がる」の4種類のモードの運動をす
ることを示し、これらの運動モードの存在条件を示した。そして、通常の地震では前2者の運動
が卓越することことを示した。次に、土を剛塑性体と仮定して、地震時の斜面表層土の運動を塑
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性論的に明確にし、残留変位の解析方法を示した。この方法により、榎らが鳥取県西部地震の震
央近くの鎌倉山調査で発見した「山腹や稜線に生じた多数のクラック」の発生理由を示すことが
できた。また、解析結果と実測値を比較するとともに、振動台を用いた模型実験でその妥当性を
確藷した。さらに、地震動に方向性がある地震の場合には、特定の向きの斜面に被害が集中する
傾向があることを推定した。なお、塑性論的に同様の手法を用いて、盛土などの有限斜面が地震
動を受ける場合の解析方法の原理も検討した。
本研究の成果の第一は、．地震時に起こりえる斜面表層土の4種額の運動モードの存在とその存
在条件を明確にしたことである。第二は、地震時の斜面表層土の運動に対して、Ｎｅｗｍａｒｋ法な
どと比べてより塑性論的に合理的な、鉛直加速度も考慮できる解析法を提案していることである。
第三は、基岩上を滑っている土塊の運動を決定するための、「すべり面に垂直な加速度成分はすべ
り面の両側で等しい」という加速度の連続条件の重要性を指摘したことである。この連続条件は、
そ甲後の動的塑性理論の展開に不可欠と考えられる。
以上から、本論文は実用的・理論的価値が高く、今後の地盤工学・耐震工学の発展に寄与する
ところが大きい。したがって、本論文は博士（工学）の学位に値するものと認められる。
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